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ものといたします．   
⑳日本OR学会各賞候補ご推薦のお願い  

本学全では，毎年OR学会文献賃，実施黄，普及黄，  

事例研究賞，学生論文賞を贈り，それぞれの分野で顕  

著な仕事をされた個人や企業を表彰しております．今  

年度の受賞候補者のご推薦を募ります．締切は学生論  

文賞を除き，平成17年1月7日といたしますので，  

それに間に合うよう，学会所定の用紙をお早めに事務  

局宛にご請求ください．なお，5賞の概要は次のとお  

りです．  

〔文献賞〕大西記念文献賞に引き続いて設けられた  

本会で最も歴史のある賞です．次の条件を満たす論文  

の著者をご推薦ください．  

1．論文は独創性と将来性に富み，ORの発展に寄  

与するものであること．   

2．論文はOR学会発行の論文誌またはこれに相当  

する権威ある雑誌，論文集にその年（原則とし  

て，16年の1月1日より12月末日までに発行  

されたものをいう）に発表された論文であるこ  

し ＼・・・・－■   

3．被推薦者はOR学会員で，年齢は原則として  

40歳以下であること．   

なお，論文の著者が複数以上あるときには，主とし  

てその論文の作成にあたった者をもって代表とし，被  

推薦者とします．  

〔実施賞〕ORの実施を強く推進してきた個人，グ  

ループまたは企業等に贈られます．最近の5年間では，  

㈱数理システム，日本ガイシ㈱開発センター，三菱重  

工業㈱高砂研究所，日本IBM㈱東京基礎研究所，㈱  

NTTデータが受賞しています．  

〔普及賞〕ORの普及に大きな貢献をした個人，グ  

ループまたは企業等に贈られます．最近の5年間では，  

海辺不二雄，小笠原 暁，青沼龍雄，松井知己，伊倉  

義郎，平尾信正，久保幹雄，高井英造，大野勝久，高  

森 寛の各氏が受賞しています．  

〔事例研究賞〕学会員の行ったすぐれた事例研究に  

対して贈られます．学会員個人に限らず，学会員を含  

むグループも対象になります．事例研究は，原則とし  

また，事例研究の対象としては，ORの教育・実務  

において広く学会員に役立つソフトウェアの開発も含  

みます．但し，学会誌，学会の大会等，本学会におい  

て発表またはデモンストレーションされたものに限り  

ます．なお，ソフトウェアの開発の場合は，そのソフ  

トウェアの本体あるいはサブセット版（機能限定等）  

が無償で学会員に提供されることが前提になりますが，  

本体が市販される目的で開発されたかどうかは問いま  

せん．  

〔学生論文賞〕学生による優れたORに関するすぐ  

れた研究に対して贈られるものです．対象は，来春提  

出される学部の卒業論文，または大学院の修士論文と  

します．   

応募締切は平成17年3月31日といたしますが，詳  

しい募集要領は，OR誌2月号に掲載します．  

（表彰委員会）  

‾■、＼  

⑳第53回シンポジウム   

日 程：平成17年3月15日（火）  

場 所：束京農工大学（小金井キャンパス）  

テーマ：「都市のOR」（仮）  

実行委員長：田口 東（中央大学）   

⑳平成17年春季研究発表会   

日 程：平成17年3月16日（水），17日（木）  

場 所：束京農工大学（小金井キャンパス）  

特別テーマ：「共生社会とOR」  

実行委員長：川島幸之助（東京農工大学）   

⑳第15回企業事例交流会   

日 程：平成17年3月16日（水）  

場 所：東京農工大学（小金井キャンパス）  

／′、＼  

て学会誌，学会の大会等，本学会におし－て 発表された  
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誉醐 昔緒態蓮m義幽望即諾墨真如  
RFIDを活用したアプリケーションはどのように発   

展していくのか，国内外でのRFID適用の最新動   

向を踏まえ，RFIDの実ビジネスへの通用とその投   

資対効果について解説する．  

（5）15：30～16：30「わが国におけるRFIDの流通分   

野への適用～実証実馬発から－」   

荒木 勉氏（上智大学教授）   

RFIDの適用分野については，幅広い可能性が考え   

られる．現在，わが匡Iにおいてアパレルや食品の流   

通実務から考えられている適用分野とその背景につ   

いて実証実験のケースを踏まえ，今後の展望を行う．  

テキスト：当日会場にて配布  

参加費：正。賛肋会員25，000円，学生会員5，000円，   

非会員30，000円（テキスト代込み）  

申込み方法：11月5日（余）までに学会事務局へE－   

mailまたはFAXにて   

E－mail：kenkyu＠orsj．or．jp，FAX：03（3815）3352  

問合せ先：㈲日本オペレーションズ。リサーチ学会事   

務局  Tel：03（3815）3351   

〒113▼0032 文京区弥生2－4－16 学会センタービ   

ル内  

⑳平成16年度第2回ORセミナー   

『ユビキタス。サービス』  

日 程：平成16年11月9日（火）10：00～16：30  

会 場：㈱構造計画研究所 本所新館  

（〒164－0011束京都中野区中央4－5－3   

http：／／www．kke．co．jp／map／tokyo．html）  

開催趣旨：   

本セミナーでは，最近急速に進展しているエビキタ  

ス。サービスの動向や課題について，大学ならびに  

IT産業界において第一線で活躍されてし、る方々を講  

師としてお迎えして解説していただきます．エビキタ  

ス。サービスの具体的な事例紹介も交えて，エビキタ  

ス。サービスの現状や最先端情報および将来展望につ  

いてご講演いただきます．ユビキタス。サービスに取  

り組まれている実務家の方から研究者の方まで，大い  

に役立つ内容となっております．  

プログラム：  

（1）10：00－11：00「ユビキタス。サービスが変革す   

るITの世界」   

山本修一郎氏（㈱NTTデータ）   

RFIDやセンサーネットワークなどエビキタス。サ   

ービスの取組みの現状を紹介し，期待されるITの   

可能性と課題を明らかにする．  

（2）11：00～12：00「エビキタス環境におけるサービ   

スの合成とそのアクセス制御」   

岩尾思量氏  

（㈱富士通研究所Webテクノロジ研究部）   

本講演では，エビキタス環境でのサービスの発見お   

よびサービスの合成とその利用およびサービスのア   

クセス制御を中心にユビキタスのサービスのあり方   

について述べる．  

（3）13：15～14：15「エビキタスサービスの展望」   

塚本昌彦氏（大阪大学大学院情事嗣斗学研究科マルチ   

メディア」二学専攻）   

ユビキタスネットワーク，エビキタスコンピューテ   

ィングが流行している．本講演ではこれらのインフ   

ラを用いたエビキタスサービスの展望として，   

RFIDを用いたサービス，地理情報サービス，街角   

情報配信，ウェアラブルコンピューティングなどに   

ついて解説を行う 

（4）14：15～15：15「RFIDアプリケーションの高度   

化と投資対効果」   

堀田徹哉氏（アクセンチュア㈱）  

6錮（50）  

朝日本OR学会 関西支部講演会のお知らせ   

主 催：日本オペレーションズ。リサーチ学会関西支   

部  

日 時：2004年11月27日（土）13：00～19：30  

場 所：大阪大学中之島センター（7階 講義室2）   

〒530－0005 大阪市北区中ノ島4－3－53   

http：／／www．onc．osaka－u．aC．jp／  

参加費：一般3，000円  

（講演資料1冊。懇親会を含む）   

学生無料（懇親会は含まない）  

プログラム：  

13：00～13：45「分割配送計画問題における多目的   

最適化に対するアプローチ」   

中尾芳隆氏（キヤノンシステムソリューションズ㈱   

SI先端技術センター数理技術部）  

13：45～14：30「時間枠つき配送計画問題に対する   

数理的アプローチ」   

柳浦睦惹氏（京都大学大学院情報学研究科）  

14：30～15：15「大規模非線形最適化問題に対する   

実用的アルゴIjズムの紹介」   

檀 寛成氏（㈱数三哩システム数理計画室）  

オペレーションズ・リサーチ   
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巌滞留閻繊識鞘野澤捕捉据照潤誠 

オーガナイザー：星野伸明（金沢大学）  

（1）「プライバシーリスクの定量化と超母集団モデル」   

星野伸明（金沢大学）  

（2）「母集団寸法指標の制約付きノンパラメトリック推   

定」   

佐井至道（岡LLl商科大学）  

（3）「多元分割表のグラフィカルモデルの推定と個票開   

示問題への応用」   

竹村彰通（東京大学）  

4．10月20日（水）14：00～17：00  

「連続最適化における新潮流」  

オーガナイザー：古瀬章子（筑波大学）  

（1）「ConvexOptimizationinDigitalSignalProcess－  

ingJ   

Zh仁Quan（Tom）Luo（University of Minnesota   

andMcMasterUniversity）  

（2）「大規模最適化問題への挑戦－グリッド＆クラスタ   

計算の適剛こついて一」   

藤澤克樹（束京電機大学，独立行政法人産業技術総   

合研究所グリッド研究センター）  

（3）「大規模な制約なし最小化問題に対する準ニュート   

ン法」（仮）   

LしlF信雄（京都大学）  

（4）「GlobalOptimizationvsIntegerProgrammingin   

Portfolio Optimizationunder Nonconvex Trans－   

actionCosts」   

今野 浩（中央大学）  

問合せ先：第16回RAMPシンポジウム事務   

E－mail：ramp2004－SeCretariat＠rmp．kanazawa－   

gu・aC・Jp   

Tel／Fax．076（229）8939  

＊詳しくは，http：／／www．kanazawa－gu．aC．jp／～   

kuwano／ramp2004／をご覧ください．  

15：15～15：45 休憩  

15：45～16：30「英文センテンス記憶術とその   

fMRIデータの解析」   

市橋秀友氏（大阪府立大学大学院工学研究科）  

16：30～17：15「IT時代のイノベーションと経営の   

考え方」   

瀬川 滋氏（NECシージーネット㈱）  

17：30～19：30 懇親会   

⑳第16回RAMPシンポジウム   

日 程：平成16年10月19日（火），20日（7Jく）  

会 場：石川児金沢市金沢市文化ホール  

＊会場についてはhttp：／／www．bunka－h．gr．jp／をご覧   

下さい．  

主 催：耽凋本オペレーションズ・リサーチ学会  

実行委員長：前田 隆（金沢大学）  

懇親会：10月19日（火）金沢ニューグランドホテル   

参加費：一般5，000円，学生2，000円   

（懇親会貿5，000円，論文集のみ4，000円）   

プログラム：  

1．10月19日（火）10：00～13：00   

「離散最適化とその周辺」（仮）   

オーガナイザー：田村明久（京都大学）   

講演者：  

Andras Sebo（Leibniz－IMAG）  

飯村卓也（東京都都立短期大学）   

池上敦子（成践大学）   

河原林健一（東北大学大学院）  

2．10月19日（火）14：30～17：30  

「鉄道の数理計画」  

オーガナイザー：八巻直一（静岡大学）  

（1）「鉄道における事故時のダイヤ回授支援アルゴリズ   

ム」   

冨井規雄（（柵鉄道総合技術研究所）  

（2）「高速鉄道による時間短縮効果」   

鈴木 勉（筑波大学）  

（3）「最長片道きっぶ」   

宮代隆平（束京農工大学），葛西隆也（東日本旅客   

鉄道㈱）  

（4）「時間依存利用者均衡配分による首都圏電車利用モ   

デル」   

田口 東（中央大学）  

3．10月20日（水）9：30～12：30   

「プライバシーの統計数理」  

2004年10月号  

／／′一‾‾■‾・＼、  

／／／r、、＼  

⑳平成17年度研究部会新設・継続申請受付  

研究普及委員会では，その活動の大きな柱の1つと  

して，研究部会・グループの設立・運営のお手伝いを  

してまいりましたが，来年度もこの方針に従って研究  

部会を積極的に育成していくことになりました．つき  

ましては，新しい部会活重力のご提案をふるって学会事  

務局にお寄せ‾F一さい．部会の設置期間は，原則として  

2カ年以内ですが，理事会の承認が得られればさらに  

1カ年延長することも可能です．部会が発足しますと  
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小島平夫（西南学院大学商学部）  

問合せ先：九州大学大学院経済学研究院 時永祥三   

Tel／Fax．092（642）2466   

E－mail：tOkinaga＠en．kyushupu．ac．Jp  

財政的な補助も致します．メンバーの公募につきまし  

ては，当委員会がお手伝い致します．研究テーマは，  

基礎理論から実践研究までご自由にお考えいただいて  

結構です．現在，次の部会が設置されています．待ち  

行列，OR／MSとシステム。マネジメント，数理計画  

（RAMP），統合オペレーション，評価のOR，数理情  

報工学的意思決定とその応用，不確実性下のモデル分  

析とその応用，マーケテイング。データ解析，アルゴ  

リズム，意思決定とOR，ゲームと実験，食糧。環境  

問題とOR，AHPの世界，21世紀モノ造りマネジメ  

ント，世界のインフラストラクチャー，不確実性理論  

の経営科学への応札   

なお，現在2年目の部会。グループのうちで来年度  

も活動を希望の場合は，継続の申請をして下さい．  

＊新設及び継続中講の締切は，11月26日（金）です．   

申請用紙は事務局までご請求下さい．  

（研究普及委員会）  

⑳会合案内   

〔第242回新宿OR研究会〕  

日 時：10月20日（火）12：00～13：30  

場 所：東天紅会議室（新宿センタービル53F）  

テーマ：「ロシアの石油精製について」  

講 師：眞殿 宏氏  

（横河情報システムズ㈱ 前社長）  

参加費：3，000円  

問合せ先：日本OR学会事務局  

／′、＼   

〔第243回新宿OR研究会〕  

日 時：11月16日（火）12：00～13：30  

場 所：束天紅会議室（新宿センタービル53F）  

テーマ：「数量化の2，3の例題について」  

講 師：′ト林龍一氏（立教大学名誉教授）  

参加費：3，000門  

間合せ先：日本OR学会事務局  

⑳研究部会。グループ間催案内   

〔待ち行列〕  

。第180回  

日 時：10月16日（土）14：00～16：30  

場 所：東京工業大学西8号館（W）809号室  

テーマと講師：  

（1）「スペクトル法による非割り込み優先BMAP／G／1   

待ち行列」   

西村彰一（東京理科大学）  

（2）「センサネットワークの性能評価尺度と稼働率評価   

法について」   

土屋利明，斎藤 洋，南裕也（NTT）  

問合せ先：東京電機大学理工学部情報科学科   

藤本 衡   

Tel．049（296）2911（ext．2306）   

E－mail：fujimoto＠j．dendai．ac．Jp  

〔不確実性下のモデル分析とその応用〕  

。第15回  

日 時：11月6日（土）14：00～17：00  

場 所：九州大学経済学部5階510A演習室  

テーマと講師：  

（1）「ある種の2次計画問題の多様な解法について」   

植野貴之（長崎児立大学経済学部）  

（2）「時系列予測システムの構築：Box－Jenkins手法の   

適用」  

応6伍（52）  

⑳助成案内   

。】CF㈲国際コミュニケーション基金   

平成16年度助成。援助募集   

対象分野：  

（1）調査研究一国際，国内の通信の普及。発展，グロ  

ーバル化に関する調査，研究  

（2）国際会議開催一通信の普及。発展に寄与する匡＝驚  

会議  

（3）社会的。文化的諸活動一情報通信を通じて社会や  

教育等に貢献する各種の草の根活動  

助成金額：1件あたり100万円～300万円（対象分野   

による）．  

受付期間：10月1日（金）～10月20日（7Jく）必着  

問合せ先：〒163－8544 新宿区西新宿2－3－2KDDI   

ビル29階   

財団法人国際コミュニケーション基金   

Tel．03（3347）7094 Fax．03（3347）6439   

E－mail：info＠icf．or．jp  

＊詳しくはhttp：／／www．icf．or．jpをご覧下さい．  

オペレーションズ・リサーチ  
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証明書 当該機関の発行するもの，（3）業績一覧 次   

の①と②のいずれか一方または双方を提出．実務家   

の方で研究業績をも有する方は①と②の双方を提出．   

また，提出した主要な著書及び論文等5点以内につ   

いては，一覧の該当番号にマル印を付すこと．（∋実   

務業績一覧（記載内容は原則として，下記の研究業   

績一覧に準ずる．実務業績に係る特有の事項につい   

ては，それを証する文書・資料等を添付．）②研究   

業績一覧（著書・論文名，単著・共著の別，掲載誌   

名，出版社・発行機関名，出版・発行年，掲載頁を   

記すこと．出版又は発行予定で出版，掲載が確定し   

ているものについては，その旨を明記し，それを証   

明する書類を添付．），（4）業績に係る主要な著書，論   

文または報告書等5点以内提出．その際，各業績に   

ついて500字程度で要約した文書も併せて添付．  

（A4版縦，ワープロ横書き，様式自由），（5）教育に   

対する抱負（A4版縦1枚，ワープロ横書き，  

1，000字程度，様式自由），（6）研究計画書 これま   

での実務又は研究上の経験・業績を踏まえた今後の   

研究計画を記すこと．（A4版縦1枚，ワープロ横   

書き，1，000字程度，様式自由）  

＊面接時に，別途健康診断書（保健所等の公的な機関   

で発行したもので，平成16年4月以降に診断され   

たもの）を提出していただきます．  

応募締切：平成16年10月22日（金）必着  

（封筒に「経営情報システム論担当教員応募書類在   

中」と朱書きし，書留郵便とすること）  

書類送付先及び問合せ先：〒730－0053 広島市中区   

束千田町一丁目1番89号   

広島大学大学院社会科学研究科マネジメント専攻長   

戸田 常一 E－mail：tOda＠hiroshima－u．aC．jp  

＊詳しくはhttp：／／www．mgt．hiroshima－u．aC．jp／をご   

参照下さい．  

◎他学協会案内  

他学会等が主催する大会やシンポジウムで当学会が   

協賛しているものについては，原則として主催学会   

の会員と同じ費用で参加できますので，皆様奮って   

ご参加下さい．  

。第54回システム制御情報講習会（協賛）  

テーマ：最新のセキュリティシステムとそれを支える   

高度な技術一個人認証から空港システムまで一  

主 催：システム制御情報学全  

日 程：11月29日（月），30日（火）  

場 所：大阪大学中之島センター7階講義室2  

問合せ先：システム制御情報学会講習会係   

Tel．075（751）6413 Fax．075（751）6037   

E－mail：JlgyOu＠iscie．or．Jp  

＊詳しくは，http：／／www．iscie．or．jp／koushu．htmlを   

ご覧下さい．  

・設計工学シンポジウム（協賛）   

テーマ：関係性のデザインをつくることから育てる  

ことへ   

主 催：日本学術会議   

日 程：12月14日（火），15日（水）   

場 所：日本学術会議講義堂   

問合せ先：㈱日本機械学会設計工学シンポジウム事  

務局 小阪雅裕  

Tel．03（5360）3505 Fax．03（5360）3509   

E－mail：kosaka＠jsme．or．jp  

■‾、＼  

⑳公募案内   

。広島大学大学院社会科学研究科マネジメント専攻  

募集人数：教授1名  

担当科目：経営情報システム論（大学院社会科学研究   

科における担当科目）   

プログラミング（経済学部における担当科目）  

応募資格：大学院における社会人の研究指導を担当で   

きる方で，かつ次の条件のいずれかを満たす方．（1）   

情報システムの知識や技能とともに，企業等におい   

て経営情報システム論の領域における実務上の業績   

を有する方．（2）博士の学位（又はそれに相当する外   

国の学位）の取得者又はそれに相当する能力のある   

方．  

着任時期：平成17年4月1日  

提出書類：（1）履歴書（写真貼付），（2）最終学歴を示す  

2004年10月号  

′／‾へ＼  

・豊橋技術科学大学工学部生産システム工学系  

募集人数：肋教授または講師1名  

所 属：生産システム工学系生産計画学講座  

専門分野：次世代型生産システムのモデル化や最適化  

（生産計画，SCM，設計，スケジューリング，生産   

管理など）  

教育担当：最適化システムおよび生産システム工学並  

びに同演習  

応募資格：博士の学位を有し，40歳以下が望ましい．  

着任時期：平成17年4月1日  

（53）66丁   
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学会だより  

榔琵醐義輝斯業絡潮萱醜  

書類送付先：〒441－8580愛知児豊橋市天伯町雲雀ヶ   

丘1－1   

豊橋技術科学大学工学部生産システム工学系 系長   

川上正博 教授  

（封筒に「生産計画学分野教員応募書類」と朱書き   

し，簡易書留とすること）  

問合せ先：生産システム工学系，生産計画学講座   

教授 清水良明 Tel／Fax．0532（44）6713   

E－mail：Shimizu＠pse．tut．ac．jp  

提出書類：（1）履歴書（本人自筆，写真添付），（2）業績リ   

スト（著書，原著，総説。解説，国際会議録，特許   

等に区別），（3）主要論文別刷（5編程度），（4）既往の   

研究内容説明書（ジャンル別にA4用紙2－3枚に要   

約），（5）研究教育の抱負と研究計画（1000字程度），  

（6）推薦書または参考意見を伺える方2名の氏名，所   

属および連絡先，（7）最近の外部資金導入実績や特筆   

すべき事柄  

応募締切：平成16年12月17日（金）必着  

魯tFORS2005のご案内  

OThe17thTriennialConferenceoftheInternationalFederationofOperationalResearchSocieties   

3年毎に開かれるIFORSの第17回大会が，以下の日程で開催されます．  

日 程：2005年7月11日～15日  

場 所：ハワイ，ホノルル  

アブストラクト提出期限：2004年12月15日  

＊大会の案内状（Ca11forPapers）が学会事務局にあります．ご希望の方は，ご請求下さ い．   

㈲日本オペレーションズ・リサーチ学会事務局   

Tel．03（3815）3351E－mail：jorsj＠orsj．or．jp  

＊詳しくは，http：／／www．informs．org／Conf／IFORS2005／をご覧ください．  

別柑（54）  オペレーションズ・リサーチ   
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